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１．2026年３月期の連結業績（2025年４月１日～2026年３月31日）

（１）連結経営成績 (％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年３月期 26,470 16.1 1,427 △5.8 1,930 12.2 1,360 11.6
2025年３月期 22,807 6.9 1,514 14.2 1,721 8.8 1,218 4.9

(注) 包括利益 2026年３月期 1,783百万円( 29.4％) 2025年３月期 1,378百万円( △5.8％)

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
当期純利益

自己資本
当期純利益率

総資産
経常利益率

売上高
営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

2026年３月期 142.89 ― 7.8 4.9 5.4
2025年３月期 128.02 ― 7.5 4.9 6.6

(参考) 持分法投資損益 2026年３月期 402百万円 2025年３月期 120百万円

(注)当社は、2026年４月１日付で普通株式１株につき３株の割合で株式分割を行っております。前連結会計年度の期首

に当該株式分割が行われたと仮定し、１株当たり当期純利益を算定しております。

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2026年３月期 40,842 18,798 44.4 1,904.52
2025年３月期 38,123 17,469 44.1 1,766.89

(参考) 自己資本 2026年３月期 18,126百万円 2025年３月期 16,818百万円

(注)当社は、2026年４月１日付で普通株式１株につき３株の割合で株式分割を行っております。前連結会計年度の期首

に当該株式分割が行われたと仮定し、１株当たり純資産を算定しております。

（３）連結キャッシュ・フローの状況
営業活動による

キャッシュ・フロー
投資活動による

キャッシュ・フロー
財務活動による

キャッシュ・フロー
現金及び現金同等物

期末残高
百万円 百万円 百万円 百万円

2026年３月期 131 △953 466 1,644
2025年３月期 24 △829 2,361 2,000

２．配当の状況

年間配当金 配当金総額
(合計)

配当性向
(連結)

純資産
配当率
(連結)第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

2025年３月期 ― 65.00 ― 75.00 140.00 444 36.5 2.7
2026年３月期 ― 73.00 ― 87.00 160.00 507 37.3 2.9
2027年３月期(予想) ― 27.00 ― 27.00 54.00 36.7

(注)2026年３月期 期末配当の内訳 普通配当77円00銭 記念配当(商号変更)10円00銭

(注)当社は、2026年４月１日付で普通株式１株につき３株の割合で株式分割を行っております。2025年３月期、2026年

３月期については、当該株式分割前の実際の配当金の額を記載しております。2027年３月期（予想）については、

株式分割後の数値を記載しております。なお、株式分割を考慮しない場合の2027年３月期（予想）の年間配当金は

162円となります。



３．2027年３月期の連結業績予想（2026年４月１日～2027年３月31日）

(％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり当期純
利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通 期 27,500 3.9 1,600 12.1 2,000 3.6 1,400 2.9 147.09

(注)第２四半期累計期間の業績予想は行っておりません。

(注)当社は、2026年４月１日付で普通株式１株につき３株の割合で株式分割を行っております。2027年３月期の連結業

績予想における１株当たり当期純利益については、当該株式分割の影響を考慮しております。

※ 注記事項

（１）期中における連結範囲の重要な変更 ： 無

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数 (自己株式を含む) 2026年３月期 10,288,320株 2025年３月期 10,288,320株

② 期末自己株式数 2026年３月期 770,805株 2025年３月期 769,707株

③ 期中平均株式数 2026年３月期 9,517,982株 2025年３月期 9,519,030株

(注)当社は、2026年４月１日付で普通株式１株につき３株の割合で株式分割を行っております。前連結会計年度の期首

に当該株式分割が行われたと仮定し、期末発行済株式数、期末自己株式数及び期中平均株式数を算定しておりま

す。

※ 決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると

判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想

の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料３ページ「１.経営成績等の

概況（４）今後の見通し」をご覧ください。
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１．経営成績等の概況

（１）当期の経営成績の概況

当連結会計年度におけるわが国経済は、雇用・所得環境の改善などにより、緩やかな回復基調で推

移した一方で、物価上昇による個人消費への影響が見られました。海外ではウクライナや中東の情勢

不安の長期化や中国の景気減速など、世界経済の不確実性が高まり、金融・為替市場や国内経済への

影響が懸念される状況が続いております。

建設業界におきましては、都市部を中心とした大規模再開発案件は堅調に推移している中、資機材

価格の高止まりや労働需給の逼迫が工期や収益に影響を及ぼしております。

このような環境下、当社グループは昨年度より５ヶ年の中期経営計画「共に築こう、未来のインフ

ラ都市創出」の成長戦略を遂行しており、将来の収益力の更なる強化に向けた取り組みとして2025年

２月末に竹本基礎工事㈱のグループ化を実施するなど、国内事業は概ね堅調に推移いたしました。ま

た、海外事業におきましても一部回復の兆しが見られました。

なお、2026年３月には㈲大地リースの株式取得（子会社化）を発表し、４月に取得完了しておりま

すが、本件株式取得による2026年３月期の通期連結業績に与える影響はありません。

以上の結果、当連結会計年度の業績につきましては、売上高は264億70百万円（前年同期比36億63

百万円、16.1％増）となり、営業利益は一時的な統合関連費用の支出もあり14億27百万円（同87百万

円、5.8％減）、経常利益は持分法による投資利益の増加等により19億30百万円（同２億９百万円、

12.2％増）、その結果、親会社株主に帰属する当期純利益は13億60百万円（同１億41百万円、11.6％

増）と６期連続の増益となり、過去最高益を更新いたしました。

セグメント別の業績は、次のとおりです。

① 重仮設事業

受注案件の進捗により重仮設鋼材の賃貸稼働量が増加し、売上高は194億25百万円（前年同期比21

億76百万円、12.6％増）となりました。一方で、資機材・運送価格等のコスト増により、セグメン

ト利益は19億35百円（同１億65百万円、7.9％減）に留まりました。

② 重仮設等工事事業

主に前期末に連結子会社となった竹本基礎工事㈱の業績が寄与し、売上高は53億72百万円（同13

億41百万円、33.3％増）、セグメント利益は２億89百万円（同１億73百万円、150.6％増）なりまし

た。

③ 土木・上下水道施設工事等事業

土木水道等設備工事及び工場プラント工事ともに進捗し、売上高は16億72百万円（同１億44百万

円、9.5％増）、セグメント利益は42百万円（同19百万円、82.7％増）となりました。

（注）セグメント利益は、連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

（２）当期の財政状態の概況

当連結会計年度の資産合計は、建設機材18億33百万円、のれん６億10百万円などの増加により、前

期末比27億19百万円増の408億42百万円となりました。

負債合計は、一年内返済予定の長期借入金９億54百万円、契約負債４億71百万円、電子記録債務１

億96百万円、未払法人税等２億０百万円などの増加と、支払手形及び買掛金８億25百万円などの減少

により、前期末比13億91百万円増の220億44百万円となりました。

純資産合計は、親会社株主に帰属する当期純利益13億60百万円の計上などにより、前期末比13億28

百万円増の187億98百万円となり、自己資本比率は0.3ポイント増の44.4％となりました。
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（３）当期のキャッシュ・フローの概況

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動によるキャッシュ・フローは、１億31百万円（前期比１億７百万円の資金の増加）となり

ました。これは主に、税金等調整前当期純利益19億30百万円を計上、利息及び配当金の受取額８億38

百万円があった一方で、中期経営計画に基づき保有鋼材の品揃えの増強や保有量の拡大による棚卸資

産の増加17億66百万円や仕入債務の減少額６億26百万円など資金の減少によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動によるキャッシュ・フローは、△９億53百万円（前期比１億24百万円の資金支出の増加）

となりました。これは主に、竹本基礎工事㈱の業績進捗に応じた譲渡対価の調整等による支出６億72

百万円などによるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動によるキャッシュ・フローは、４億66百万円（前期比18億94百万円の資金収入の減少）と

なりました。これは主に、借入金の増加額９億63百万円、配当金の支払額４億68百万円によるもので

あります。

以上の結果、当連結会計年度末の現金及び現金同等物は、前期末比３億55百万円減の16億44百万円

円となりました。

（４）今後の見通し

今後の事業環境につきましては、再開発事業や民間設備投資、インフラ更新需要等により、一定の

需要が継続することが見込まれる一方で、資機材価格の高止まりや労務費の上昇、人手不足の深刻化

に加え、金融・為替動向の変動など、不確実性の高い状況が続くものと想定されます。

このような環境のもと、当社グループでは中期経営計画の成長戦略を遂行し、挑戦を続けるタフな

企業として、ステークホルダーの皆様と共に、未来都市のインフラ建設を通じて持続可能な社会に貢

献してまいります。

次期（2027年３月期）の連結業績予想につきましては、売上高は275億円（前期比3.9％増）、営業

利益16億円（同12.1％増）、経常利益20億円（同3.6％増）、親会社株主に帰属する当期純利益14億

円（同2.9％増）を予想しております。

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

当社グループの会計基準は日本基準を採用しており、現時点において国際財務報告基準(IFRS)の適

用については未定でありますが、今後の動向を注視して適切に対応する方針であります。
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３．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当連結会計年度
(2026年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,000 1,644

受取手形、売掛金及び契約資産 5,447 5,245

電子記録債権 1,851 2,461

建設機材 11,241 13,075

商品 695 638

仕掛品 608 532

材料貯蔵品 258 270

未成工事支出金 100 78

その他 217 399

貸倒引当金 △51 △37

流動資産合計 22,369 24,309

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 675 631

機械装置及び運搬具（純額） 512 426

土地 8,088 8,088

リース資産（純額） 88 107

その他（純額） 39 39

有形固定資産合計 9,404 9,293

無形固定資産

のれん 448 1,058

顧客関連資産 476 446

その他 12 73

無形固定資産合計 938 1,578

投資その他の資産

投資有価証券 5,179 5,342

退職給付に係る資産 89 180

繰延税金資産 0 1

その他 154 148

貸倒引当金 △13 △11

投資その他の資産合計 5,410 5,661

固定資産合計 15,753 16,533

資産合計 38,123 40,842
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当連結会計年度
(2026年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 5,587 4,761

電子記録債務 2,611 2,808

短期借入金 3,706 3,641

1年内返済予定の長期借入金 1,490 2,444

リース債務 24 34

未払法人税等 213 413

未払費用 732 801

契約負債 830 1,301

賞与引当金 314 372

役員賞与引当金 31 35

工事損失引当金 9 4

その他 615 782

流動負債合計 16,166 17,401

固定負債

長期借入金 3,104 3,178

リース債務 72 84

繰延税金負債 293 363

再評価に係る繰延税金負債 974 974

退職給付に係る負債 41 42

固定負債合計 4,486 4,643

負債合計 20,653 22,044

純資産の部

株主資本

資本金 2,651 2,651

資本剰余金 924 924

利益剰余金 10,751 11,642

自己株式 △438 △439

株主資本合計 13,888 14,778

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 611 974

土地再評価差額金 1,947 1,947

為替換算調整勘定 477 489

退職給付に係る調整累計額 △107 △63

その他の包括利益累計額合計 2,929 3,347

非支配株主持分 651 671

純資産合計 17,469 18,798

負債純資産合計 38,123 40,842
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

連結損益計算書

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 2024年４月１日
至 2025年３月31日)

当連結会計年度
(自 2025年４月１日
至 2026年３月31日)

売上高 22,807 26,470

売上原価 18,487 21,686

売上総利益 4,319 4,783

販売費及び一般管理費

報酬及び給料手当 1,336 1,568

福利厚生費 306 379

退職給付費用 15 32

地代家賃 182 183

貸倒引当金繰入額 7 -

賞与引当金繰入額 228 267

役員賞与引当金繰入額 31 35

その他 696 890

販売費及び一般管理費合計 2,805 3,356

営業利益 1,514 1,427

営業外収益

受取利息 0 0

受取配当金 50 61

持分法による投資利益 120 402

貸倒引当金戻入額 - 13

その他 84 129

営業外収益合計 256 607

営業外費用

支払利息 40 86

支払保証料 5 4

その他 3 12

営業外費用合計 49 103

経常利益 1,721 1,930

税金等調整前当期純利益 1,721 1,930

法人税、住民税及び事業税 340 677

法人税等調整額 178 △111

法人税等合計 519 565

当期純利益 1,202 1,365

非支配株主に帰属する当期純利益又は非支配株主に
帰属する当期純損失（△）

△16 5

親会社株主に帰属する当期純利益 1,218 1,360
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連結包括利益計算書

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 2024年４月１日
至 2025年３月31日)

当連結会計年度
(自 2025年４月１日
至 2026年３月31日)

当期純利益 1,202 1,365

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 93 362

土地再評価差額金 △27 -

退職給付に係る調整額 △69 41

持分法適用会社に対する持分相当額 180 13

その他の包括利益合計 176 418

包括利益 1,378 1,783

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 1,347 1,763

非支配株主に係る包括利益 31 20
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（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度(自 2024年４月１日 至 2025年３月31日)

(単位：百万円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 2,651 924 9,945 △437 13,083

当期変動額

剰余金の配当 △412 △412

親会社株主に帰属す

る当期純利益
1,218 1,218

自己株式の取得 △0 △0

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

当期変動額合計 - - 806 △0 805

当期末残高 2,651 924 10,751 △438 13,888

その他の包括利益累計額
非支配

株主持分
純資産合計その他有価証券

評価差額金

土地再評価

差額金

為替換算

調整勘定

退職給付に係る

調整累計額

その他の包括利益

累計額合計

当期首残高 517 1,975 298 △39 2,753 619 16,456

当期変動額

剰余金の配当 △412

親会社株主に帰属す

る当期純利益
1,218

自己株式の取得 △0

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

93 △27 178 △67 176 31 208

当期変動額合計 93 △27 178 △67 176 31 1,013

当期末残高 611 1,947 477 △107 2,929 651 17,469
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当連結会計年度(自 2025年４月１日 至 2026年３月31日)

(単位：百万円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 2,651 924 10,751 △438 13,888

当期変動額

剰余金の配当 △468 △468

親会社株主に帰属す

る当期純利益
1,360 1,360

自己株式の取得 △1 △1

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

当期変動額合計 - - 891 △1 889

当期末残高 2,651 924 11,642 △439 14,778

その他の包括利益累計額
非支配

株主持分
純資産合計その他有価証券

評価差額金

土地再評価

差額金

為替換算

調整勘定

退職給付に係る

調整累計額

その他の包括利益

累計額合計

当期首残高 611 1,947 477 △107 2,929 651 17,469

当期変動額

剰余金の配当 △468

親会社株主に帰属す

る当期純利益
1,360

自己株式の取得 △1

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

362 11 43 418 20 438

当期変動額合計 362 - 11 43 418 20 1,328

当期末残高 974 1,947 489 △63 3,347 671 18,798
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 2024年４月１日
至 2025年３月31日)

当連結会計年度
(自 2025年４月１日
至 2026年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益 1,721 1,930

減価償却費 177 405

のれん償却額 - 62

退職給付に係る資産の増減額（△は増加） △47 △30

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △0 0

賞与引当金の増減額（△は減少） 30 57

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △2 4

工事損失引当金の増減額（△は減少） △3 △4

貸倒引当金の増減額（△は減少） 7 △15

受取利息及び受取配当金 △51 △61

支払利息 40 86

持分法による投資損益（△は益） △120 △402

売上債権の増減額（△は増加） 939 △407

棚卸資産の増減額（△は増加） △2,507 △1,766

仕入債務の増減額（△は減少） 901 △626

未払消費税等の増減額（△は減少） △41 35

その他 △904 515

小計 137 △217

利息及び配当金の受取額 243 838

利息の支払額 △38 △79

法人税等の支払額 △317 △409

営業活動によるキャッシュ・フロー 24 131

投資活動によるキャッシュ・フロー

投資有価証券の取得による支出 △1 △0

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得によ
る支出

△678 △672

有形固定資産の取得による支出 △139 △211

無形固定資産の取得による支出 △7 △69

貸付けによる支出 △3 △0

貸付金の回収による収入 1 0

その他 △0 △0

投資活動によるキャッシュ・フロー △829 △953

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 1,720 △65

長期借入れによる収入 2,500 2,800

長期借入金の返済による支出 △1,415 △1,771

リース債務の返済による支出 △21 △27

自己株式の取得による支出 △0 △1

配当金の支払額 △421 △468

財務活動によるキャッシュ・フロー 2,361 466

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,556 △355

現金及び現金同等物の期首残高 443 2,000

現金及び現金同等物の期末残高 2,000 1,644
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

(継続企業の前提に関する注記)

該当事項はありません。

(企業結合等関係)

企業結合に係る暫定的な会計処理の確定

2025年２月28日（みなし取得日 2025年２月28日）に行われた竹本基礎工事株式会社との企業結合について前連結

会計年度において暫定的な会計処理を行っておりましたが、当連結会計年度に確定しております。

この暫定的な会計処理の確定に伴い、取得原価の当初配分額に重要な見直しが反映されております。

この結果、前連結会計年度末の暫定的に算定されたのれんの金額667百万円は、会計処理の確定により219百万円

減少し、448百万円となりました。のれんの減少は、顧客関連資産が476百万円、流動負債が９百万円および固定負

債が149百万円増加し、流動資産が11百万円、固定資産（顧客関連資産、のれんを除く）が86百万円それぞれ減少し

たことによるものです。

なお、のれんの償却期間は15年、のれん以外の無形固定資産に計上した顧客関連資産の償却期間は13年でありま

す。

また、前連結会計年度の連結損益計算書に与える影響はありません。

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

１ 報告セグメントの概要

当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役

会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

当社グループは、建設用重仮設鋼材の賃貸、販売、修理、加工等を中心に、更に杭打抜・山留架設工事、土木・上

下水道施設工事等の事業活動を展開しており、「重仮設」「重仮設等工事」「土木・上下水道施設工事等」を報告セ

グメントとしております。

「重仮設」は、建設用重仮設鋼材の賃貸、販売、修理、加工等を、「重仮設等工事」は、建設用重量仮設鋼材の杭

打抜・山留架設工事、地中連続壁工事及び場所打ち杭工事、障害物撤去工事等を、「土木・上下水道施設工事等」は、

土木・上下水道施設工事、建築設備工事及び工場プラント工事を行っております。

２ 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法

報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項」におけ

る記載と概ね同一であります。報告セグメントの利益は、営業利益をベースとした数値であります。なお、セグメン

ト間の内部収益及び振替高は市場価格に基づいております。
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３ 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報

前連結会計年度(自 2024年４月１日 至 2025年３月31日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

(単位：百万円)

報告セグメント
調整額
(注)１

連結財務諸表
計上額(注)２

重仮設 重仮設等工事
土木・上下水
道施設工事等

計

売上高

一時点で移転される財 14,380 ― 515 14,896 ― 14,896

一定の期間にわたり
移転される財

2,868 4,030 1,011 7,910 ― 7,910

顧客との契約から
生じる収益

17,249 4,030 1,527 22,807 ― 22,807

外部顧客への売上高 17,249 4,030 1,527 22,807 ― 22,807

セグメント間の内部
売上高又は振替高

― ― ― ― ― ―

計 17,249 4,030 1,527 22,807 ― 22,807

セグメント利益 2,100 115 23 2,239 △725 1,514

セグメント資産 26,355 4,126 911 31,394 6,728 38,123

その他の項目

減価償却費 124 31 6 162 15 177

有形固定資産及び
無形固定資産の増加額

148 944 11 1,104 0 1,104

(注) １ 調整額は、以下のとおりであります。

(1)セグメント利益の調整額△725百万円は、主に報告セグメントに帰属しない当社管理部門に係る費用であ

ります。

(2)セグメント資産の調整額6,728百万円は、主に当社の余資運用資金（現金及び預金）、長期投資資金（投

資有価証券）及び管理部門に係る資産等であります。

(3)その他の項目の減価償却費の調整額15百万円及び有形固定資産及び無形固定資産の増加額の調整額０百万

円は、主に当社管理部門に係るものであります。

２ セグメント利益は、連結財務諸表の営業利益と調整を行っております。

３ その他の項目の減価償却費・有形固定資産及び無形固定資産の増加額には、長期前払費用のものが含まれて

おります。
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当連結会計年度(自 2025年４月１日 至 2026年３月31日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

(単位：百万円)

報告セグメント
調整額
(注)１

連結財務諸表
計上額(注)２

重仮設 重仮設等工事
土木・上下水
道施設工事等

計

売上高

一時点で移転される財 16,193 ― 716 16,910 ― 16,910

一定の期間にわたり
移転される財

3,232 5,372 955 9,559 ― 9,559

顧客との契約から
生じる収益

19,425 5,372 1,672 26,470 ― 26,470

外部顧客への売上高 19,425 5,372 1,672 26,470 ― 26,470

セグメント間の内部
売上高又は振替高

― ― ― ― ― ―

計 19,425 5,372 1,672 26,470 ― 26,470

セグメント利益 1,935 289 42 2,267 △840 1,427

セグメント資産 28,594 4,095 991 33,681 7,161 40,842

その他の項目

減価償却費 137 297 6 440 26 467

有形固定資産及び
無形固定資産の増加額

284 704 0 989 8 997

(注) １ 調整額は、以下のとおりであります。

(1)セグメント利益の調整額△840百万円は、主に報告セグメントに帰属しない当社管理部門に係る費用であ

ります。

(2)セグメント資産の調整額7,161百万円は、主に当社の余資運用資金（現金及び預金）、長期投資資金（投

資有価証券）及び管理部門に係る資産等であります。

(3)その他の項目の減価償却費の調整額26百万円及び有形固定資産及び無形固定資産の増加額の調整額８百万

円は、主に当社管理部門に係るものであります。

２ セグメント利益は、連結財務諸表の営業利益と調整を行っております。

３ その他の項目の減価償却費・有形固定資産及び無形固定資産の増加額には、長期前払費用のものが含まれて

おります。
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(１株当たり情報)

前連結会計年度
(自 2024年４月１日
至 2025年３月31日)

当連結会計年度
(自 2025年４月１日
至 2026年３月31日)

１株当たり純資産額 1,766.89円 1,904.52円

１株当たり当期純利益 128.02円 142.89円

(注) １ 潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２ １株当たり当期純利益の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前連結会計年度

(自 2024年４月１日
至 2025年３月31日)

当連結会計年度
(自 2025年４月１日
至 2026年３月31日)

１株当たり当期純利益

親会社株主に帰属する当期純利益(百万円) 1,218 1,360

普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

普通株式に係る親会社株主に帰属する
当期純利益(百万円)

1,218 1,360

普通株式の期中平均株式数(株) 9,519,030 9,517,982

３ 当社は、2026年４月１日付けで普通株式１株につき普通株式３株の割合で株式分割を行っております。前連

結会計年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定して１株当たり純資産額、１株当たり当期純利益を算定して

おります。

(重要な後発事象)

（株式分割）

当社は、2025年11月７日開催の取締役会決議に基づき、当社株式の流動性の向上と投資家層の拡大を図るため

に、次の株式分割を行っております。

１．株式分割の割合及び時期：2026年４月１日付をもって2026年３月31日の株主名簿に記録された株主の所有株

式数を１株に付き３株の割合をもって分割しております。

２．分割により増加する株式数 普通株式 6,858,880株

３．１株当たり情報に及ぼす影響

１株当たり情報に及ぼす影響は、（１株当たり情報）に反映されております。

（取得による企業結合）

当社は、2026年３月17日開催の臨時取締役会において、有限会社大地リースの株式を取得して子会社化するこ

とを決議いたしました。また、2026年４月21日付で株式を取得したことにより子会社化いたしました。

１．企業結合の概要

(1) 被取得企業の名称及び事業の内容

被取得企業の名称：有限会社大地リース

事業の内容 ：とび・土工工事業、舗装工事業、解体工事業

(2) 企業結合を行った主な理由

当社グループは、現中期経営計画「共に築こう、未来のインフラ都市創出」のもと、国内収益基盤の強化、海

外展開の加速、付加価値の高い新商品の開発を推進するとともに、資本効率の向上を意識した経営を徹底し、中

長期的な企業価値の向上を目指しております。特に収益力の更なる強化に向け、工事機械の拡充および施工・加

工能力の向上を重要課題と位置付け、戦略的提携やM&Aを通じた成長を推進してまいりました。このたび有限会社

大地リースとの提携により、互いの技術・設備・人的資本を活用することで、双方の事業拡大のみならず、更な

る収益力の強化と資本効率の向上を図るため、本件株式取得をすることといたしました。
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(3) 企業結合日

2026年４月21日

(4) 企業結合の法的形式

株式取得

(5) 結合後企業の名称

有限会社大地リース

(6) 取得した議決権比率

100%

(7) 取得企業を決定するに至った主な根拠

当社が現金を対価として株式を取得したため


